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全国学力調査、県学習状況調査、高校入試のリンク 

教科指導に卓越した力を有する教諭の資質能力を複数の学校に
活用し、学校の教育力を高める。 

本務校 

兼任校 

本務校及び兼任校での 
ティーム・ティーチングによる授業実践 

教育実践の公開 

市町村各種研修会等の講師 

関係教育機関の要請への対応 

（県学習状況調査） 

A中学校（本務校）  B小学校（兼任校） H26概要 

教科：国、算・数、理、英 
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指導方法工夫改善定数を活用 

（順位） 

中１ 
中２ 

小５ 

小６ 

  教育専門監制度  （Ｈ１８～）   
趣旨 

学校教育の指針  
本年度の重点 ＜各教科の例＞ 

H26 
国  語 

①「単元を貫く言語活動」を通して課題   
  を解決する能力を高める授業の推進 

② 多様な図書資料等を主体的に活用する 
   授業の推進           

H25 
算  数
数  学 

①「比較・検討」で“わかった” 
  “なるほど”を実感           

② ねらい・活動・評価の一体化を図る 
  授業の実践           

③ 板書の工夫とノートの活用           

「あきた型 算数・数学」 の授業実践で基礎・基本の定着を！ 

学習活動を組み立てる 

授業のねらいの達成のため、評価規準や児童生徒の実態に応じて
「導入」 「展開」 「終末」 のバランスを重視する 
 

課題を明らかに
することに時間
をかける場合  

自力解決や学び
合いに時間をか
ける場合 

学んだことの定
着・深化に時間
をかける場合 

例１  例３ 例２ 

課題設定 

解決活動 

まとめ 

評価・練習問題 

課題設定 

解決活動 

まとめ 

評価・練習問題 

解決活動 

評価・練習問題 

課題設定 

まとめ 
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25 

あきた型の授業スタイルの例（小１算数） 

【展開】学び合いの充実 

自力思考の後， 
ペアで考えの交流 
全体の学び合いへ 

ブロック操作
を言葉で説明 

【終末】学びの実感 

めあてに対応した 
キーワードをまとめに 

評価問題と
自己評価
で振り返り 

異なる考え方を 
取り上げ、ブロッ
ク操作や言葉で
比較 
本時の学びへ 

【導入】課題を子どものものに 

既習事項との違い 
から課題意識を 

めあてのキーワード 
を子どもとともに 

生活場面から 
課題意識を 

板書例（算数・数学） 
課題ｏｒめあて 

問題 

・解決への見通し 
 
・活用できる 
     既習事項等 

発表、学び合い等 

まとめ 

たしかめ問題 

50%

60%

70%

80%

90%

100%

小学校 中学校 

授業の冒頭で 
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子どもの発言や活動を確保 

して授業を進めた 
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教師 
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授業では自分の考えを発表 

する機会が与えられている 
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